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平成24年度決算

小松小校舎新築に着手



平
成
24
年
度
決
算
の

特
徴
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
実
質
単
年
度
収
支
は
７

４
０
８
万
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。
財
政
調
整
基

金
へ
９
３
９
２
万
円
を

積
み
立
て
、
基
金
残
高

は
６
億
１
７
５
５
万
円

と
な
っ
た
。

②
財
政
構
造
の
弾
力
度
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
、

前
年
度
よ
り
３
ポ
イ
ン

ト
高
い
91
・
８
％
。
公

債
費
比
率
は
元
利
償
還

の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
い

る
た
め
９
・
５
％
と
前

年
と
同
じ
だ
っ
た
。

③
最
大
財
源
の
地
方
交
付

税
は
48
億
４
２
３
４
万

円
、
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

１
・
８
％
（
マ
イ
ナ
ス

８
７
９
６
万
円
）、
置

賜
広
域
病
院
組
合
分
を

差
し
引
い
た
本
町
純
粋

分
は
35
億
４
５
９
５
万

円
、
前
年
度
比
１
億
５

６
５
万
円
の
減
額
と
な

り
今
後
の
推
移
が
気
に

か
か
る
。

④
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
財
政
指
標
、
資
本
不

足
比
率
は
、
い
ず
れ
も

国
の
指
標
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
。

平成24年度主な事業
①道路整備事業

　　三枚床道環線 1億126万円

　　北郷八ツ口線 2999万円

　　菊田桧線 2318万円

　　防雪柵設置工事 3億1110万円（繰越明許）

　　町道舗装工事 1億980万円（繰越明許）

②冬期交通確保事業 2億5726万円

③小松小学校耐震化事業 6億858万円（繰越分）

④旧二中施設整備 4617万円

 基金の残高　
財政
調整基金

町債
管理基金

平成
23年度 5億2363万円 2億7万円

平成
24年度 6億1755万円 2億18万円

（億円）

平成11年度
平成12年度
平成13年度
平成14年度
平成15年度
平成16年度
平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
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47億1443万円
46億7589万円 

43億0783万円　　  
40億6106万円　　　　 

37億2583万円　　　　　　  
34億4469万円　　　　　　　　  
33億7429万円　　　　　　　　   

32億4069万円　　　　　　　　　   
31億9952万円　　　　　　　　　　 

32億7075万円　　　　　　　　　  
33億1389万円　　　　　　　　　 

  36億5607万円　　   　　　   
36億5160万円　　   　　　   
35億4595万円　　   　　　   
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１
２
８
億
８
８
２
６
万
円

１
２
８
億
１
８
７
８
万
円

１
２
１
億
５
１
７
５
万
円

１
１
７
億
６
８
２
８
万
円

１
１
１
億
８
３
０
４
万
円

１
０
４
億
２
６
３
７
万
円

１
０
０
億
７
５
７
６
万
円

９
７
億
２
１
７
０
万
円

９
４
億
５
１
２
９
万
円

９
１
億
０
６
０
７
万
円

９
２
億
４
１
３
８
万
円

９
３
億
６
３
０
７
万
円

９
６
億
２
１
４
６
万
円

24
年
度

１
０
４
億
１
９
２
０
万
円

国の23年度３次補正予算で小松小学校耐震化事業に取り組む（平成25年10月撮影）

９ 月
定例会

　

９
月
定
例
会
が
９
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、
財
政
健
全
化
法
に
か
か
る
報
告
２
件
の
後
、
契
約

１
件
を
可
決
、
条
例
５
件
、
平
成
25
年
度
会
計
補
正
予
算
５
件
を
一

括
上
程
し
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
、
ま
た
平
成
24
年

度
会
計
決
算
認
定
７
件
を
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
に
、
２
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
有
施
設
の

再
生
計
画
な
ど
を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
３
日
目
に
、
契
約
３
件
を
可
決
、
こ
の
日
以
降
常
任
委
員
会
、

予
算
特
別
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
を
開
催
し
、
議
案
を

審
議
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
教
育
委
員
の
再
任
に
同
意
、
付
託
し
た
条
例
、
補
正

予
算
、
決
算
認
定
を
原
案
通
り
可
決
し
、
議
員
報
酬
の
引
き
下
げ
条

例
を
可
決
し
ま
し
た
。
意
見
書
３
件
、
決
議
１
件
を
可
決
し
、
議
員

定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
閉
会
し
ま
し
た

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
15
人
で
し
た
。

９月定例会の
あらまし財

政
調
整
基
金
６
億
円
超

こ
れ
ま
で
の
最
高
額

小松小 校舎新築に着手平成24年度決算

耐震化事業

地方交付税の推移（置賜広域病院組合分を除く本町純枠分）町債（借入金）の推移

ここが知りたい

（2）（3） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成25年10月15日発行
第115号議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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平成24年度各会計決算の議決状況
会　計　別 歳　　入 歳　　出 議決の内容

一 般 会 計 100億5474万円 　98億5787万円 全員賛成により認定

国民健康保険事業特別会計 　19億4034万円 　19億1941万円 賛成多数により認定（反対１人）

下 水 道 事 業 特 別 会 計 　　5憶9454万円 　　5憶8153万円 全員賛成により認定

農業集落排水事業特別会計 　　　　8509万円 　　　　8256万円 全員賛成により認定

介護保険事業特別会計 　16億1188万円 　16億0280万円 賛成多数により認定（反対１人）

後期高齢者医療特別会計 　　1億6714万円 　　1億5345万円 賛成多数により認定（反対１人）

水道事業会計
※3収益的 5憶762万円 　　4億8071万円

全員賛成により認定
資本的 6920万円 ※12億1006万円

※１　不足する1億4086万円は消費税調整額、損益勘定留保資金で補てんした。

財政指標　　平成24年度一般会計等健全化判断比率

―

実質赤字比率

（一般会計の赤字
額が※2標準財政規
模に占める割合）

連結実質赤字比率

（全会計の実質赤
字額が標準財政規
模に占める割合）

実質公債費比率

（全会計の償還額
が標準財政規模に
占める割合）

将来負担比率

（将来一般会計か
ら負担されると想
定される金額等が
標準財政規模に占
める割合）

公営企業会計に係る
資金不足比率

（資金不足の額が
事業規模に占める
割合）

川　西　町 0% 0% 12.90% 131.20% 0%

国
早期健全 14.36% 19.36% 25.00% 350% 20.00%

財政再建 20.00% 30.00% 35.00% － －

※２　標準財政規模　標準的な税収、地方交付税、地方譲与税等自由に使える財源の標準的な規模を表す。
　　　平成24年度の本町標準財政規模は61億9296万8千円。
※３　「収益的」収支は水道水給水の収入と支出。「資本的」収支は水道施設の設備に係る収入と支出。

歳　入

地方交付税 48億4234万円（48.2%）
町債（借入金）16億1631万円（16.1%）

町税 13億141万円（12.9%）

国庫支出金
7億135万円

（7.0%）

県支出金
5億648万円

（5.0%）

諸収入
　3億2346万円（3.2%）

繰越金
　2億2021万円（2.2%）

地方譲与税
　1億4069万円（1.4%） 

地方消費税交付金
　1億4254万円（1.4%）

使用料及び手数料
　7808万円（0.8%）

財産収入 5644万円（0.6%）
分担金及び負担金
　4581万円（0.5%）

自動車取得税交付金
　　4345万円（0.4%）

繰入金 965万円（0.1%）
ゴルフ場利用税交付金
　　　902万円（0.1%）

地方特例交付金
　　535万円（0.1%）

歳　出

補助費等
　21億6108万円
　（21.9%）

普通建設事業費 16億3685万円（16.6%）

繰出金
　9億7760万円
　（9.9%）

公債費（借入返済金）
　9億5392万円
　（9.7%）

物件費 9億8988万円（10.0%）

扶助費
　8億330万円
　（8.1%）

維持補修費 2億9119万円（3.0%） 
投資・出資金・貸付金 1億5727円（1.6%）

積立金 1億5403万円（1.6%）

人件費
　16億9696万円
　（17.2%） 

災害復旧事業費 3586万円（0.4%）

国の緊急経済対策で八相山線の路面舗装が行なわれる。（24年度からの繰越事業）

一
層
の
財
政
健
全
化
を

厳
し
い

環
　
境

歳入  100億5474万円
一般会計決算

決　算
審　議

決
算
特
別
委
員
会
は
、
総
務
文
教
・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
を
単
位
と
す
る
２
分
科
会
で
構
成
さ
れ
、
一
般
会
計
な
ど
７
会
計

を
審
議
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
分
科
会
審
議
で
の
質
疑
、
町
長
に
対
す
る
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す

決　算

審　議【歳入決算構成】

【歳出決算構成（性質別）】

歳出  98億5797万円

（4）（5） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成25年10月15日発行
第115号議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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川西ダリヤ園入園者の推移

問

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
受
け
た
相

談
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ロ
ー

体
制
は
。

問

検
診
受
診
率
の
向

上
対
策
と
し
て
、

モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
た

取
り
組
み
を
実
施
し
た
と

あ
る
が
。

健
康
福

祉
課
長

大
塚
地
区
を
対
象

に
、
未
受
診
者
に

再
通
知
を
行
い
、
61
人
中

50
人
の
受
診
効
果
が
あ
っ

た
。
平
成
25
年
度
に
は
、

こ
れ
を
全
地
区
に
拡
大
し
、

検
診
受
診
率
の
向
上
に
努

め
る
。

意
見

健
康
・
長
寿
の
町

を
め
ざ
し
、
現
在

実
施
し
て
い
る
健
康
増
進

事
業
の
検
証
を
含
め
、
さ

ら
な
る
事
業
の
充
実
を
図

ら
れ
た
い
。

問

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

加
入
者
が
減
少
し

て
い
る
と
聞
く
が
。

健
康
福

祉
課
長

単
位
老
人
ク
ラ
ブ

数
お
よ
び
加
入
者

数
が
減
少
し
て
お
り
、
そ

の
原
因
な
ど
を
分
析
中
で

あ
る
。

意
見

単
位
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
助
成
の
充
実

を
図
る
よ
う
求
め
る
。

問

農
家
女
性
起
業
促

進
研
修
事
業
で
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
行
っ
た
の
か
。

産
業
振

興
課
長

女
性
農
業
者
の
起

業
意
欲
を
促
進
す

る
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
農
家
の
女
性
が

自
ら
実
施
す
る
先
進
事
例

の
調
査
研
究
を
支
援
す
る

事
業
で
あ
る
。

意
見

今
後
も
女
性
農
業

者
の
活
躍
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
単
発

で
な
く
引
き
続
き
支
援
を

図
る
よ
う
求
め
る
。

問

６
次
産
業
化
の
進

み
具
合
が
見
え
て

こ
な
い
が
。

産
業
振

興
課
長

拠
点
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
運
営

主
体
、
建
設
候
補
地
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
る

段
階
で
あ
り
、
今
後
、
施

設
の
内
容
な
ど
の
検
討
を

行
い
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
結
論
を
出
す
。

問

ダ
リ
ヤ
園
の
宣
伝

事
業
は
、
あ
ま
り

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

産
業
振

興
課
長

ダ
リ
ヤ
園
の
広
報

活
動
に
つ
い
て
は

近
隣
の
観
光
関
係
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
新

潟
・
福
島
な
ど
隣
県
に
も

出
向
き
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

訪
問
な
ど
の
誘
客
活
動
に

努
め
て
い
る
。
な
お
24
年

度
実
績
は
、
町
内
在
住
者

９
７
９
７
人
、
町
外
か
ら

の
来
園
者
は
４
万
７
６
５

３
人
で
、
21
年
に
最
高
と

な
っ
て
以
降
記
録
更
新
に

至
っ
て
い
な
い
。（
右
、

グ
ラ
フ
参
照
）
今
後
は
、

大
型
バ
ス
な
ど
の
大
型
車

の
駐
車
場
の
確
保
と
し
て
、

ふ
れ
あ
い
の
丘
整
備
構
想

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
計

画
的
に
改
善
に
努
め
る
。

問

森
林
病
害
虫
の
発

生
状
況
と
、
そ
の

対
策
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

農
地

課
長
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は

平
成
22
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、
松
く
い
虫
被
害
は
、

町
有
林
で
は
毎
年
の
防
除

対
策
に
よ
り
減
少
し
て
い

る
。

教
育
総

務
課
長

子
育
て
の
方
法
や

子
ど
も
の
健
康
、

成
長
発
達
に
関
す
る
悩
み
、

家
庭
環
境
に
関
す
る
も
の

が
多
く
、
セ
ン
タ
ー
か
ら

教
育
総
務
課
が
報
告
を
受

け
、
内
容
に
よ
り
保
健
師

な
ど
へ
連
絡
し
連
携
を
図

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

意
見

素
早
い
対
応
や
、

専
門
機
関
へ
の
紹

介
が
必
要
な
場
合
も
少
な

く
な
い
と
思
う
。
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
後
方
支
援

の
拡
充
が
必
要
だ
。

問

小
松
小
学
校
校
舎

新
築
工
事
の
進
み

具
合
が
心
配
だ
。

教
育
施

設
主
幹

東
日
本
大
震
災
の

復
興
事
業
に
か
か

る
職
人
不
足
な
ど
に
よ
り
、

当
初
の
工
程
計
画
よ
り
約

30
日
遅
れ
て
い
る
が
、
年

度
内
完
成
を
め
ざ
し
鋭
意

努
力
し
て
い
る
。

問

町
税
な
ど
の
収
納

率
向
上
の
た
め
預

金
給
与
及
び
動
産
の
差
押

な
ど
滞
納
処
分
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
配
当
･
収

入
金
額
が
少
な
い
よ
う
だ
。

税
務
収

納
課
長

差
押
及
び
交
付
要

求
は
未
納
額
全
額

に
対
し
て
行
う
が
、
配
当

･
収
入
金
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
優
先
順
位
や
未
納
者

の
財
産
の
有
無
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
。

問

病
児
保
育
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が

そ
の
状
況
は
。

教
育
総

務
課
長

延
べ
利
用
人
数
で

町
内
在
住
の
幼
児

が
１
０
５
人
、
町
外
か
ら

の
利
用
者
は
１
５
３
人
と

な
っ
た
。
利
用
料
金
は
町

内
町
外
と
も
同
額
（
２
０

０
０
円
）
と
し
て
い
る
。

問
「
幼
稚
園
に
も
給

食
を
」
と
の
声
を

聞
く
が
。

教
育
総

務
課
長

町
立
幼
稚
園
で
は
、

毎
月
２
回
程
度
の

行
事
食
給
食
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は

施
設
や
保
護
者
の
負
担
な

ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。問

「
川
西
の
夏
ま
つ

り
」
は
年
々
盛
大

に
行
わ
れ
、
定
着
し
つ
つ

あ
る
が
、
そ
の
経
費
の
町

負
担
は
４
０
０
万
円
で
あ

る
と
承
知
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
今
決
算
で
は
、
職

員
の
時
間
外
手
当
に
数
百

万
円
盛
ら
れ
て
お
り
、
実

質
は
７
０
０
万
円
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し

た
財
政
支
出
で
問
題
は
な

い
か
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

実
行
委
員
会
体
制

に
つ
い
て
は
、
今

後
、
町
民
有
志
、
青
年
層

な
ど
が
主
体
と
な
り
開
催

す
る
方
向
に
切
り
替
え
て

い
き
た
い
。

問

就
学
援
助
の
実
数

と
、
そ
の
傾
向
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
総

務
課
長

要
保
護
児
童
及
び

準
要
保
護
児
童
生

徒
の
実
数
は
、
全
児
童
生

徒
の
約
一
割
に
達
し
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

支援センター遊戯室で元気いっぱいの子どもたち健康増進事業　熱心に聞き入る人たち

決　算
審　議

総務文教
第 1

分科会

相
談
業
務
に
後
方
支
援
体
制
を

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

健康・長寿の町をめざし
検診受診率の向上をはかれ

産業厚生
第 ２

分科会
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問

旧
二
中
に
つ
い
て

は
24
年
度
決
算
額

と
ほ
ぼ
同
額
の
25
年
度
予

算
も
あ
り
、
さ
ら
に
来
年

分
と
合
わ
せ
、
約
１
億
２

０
０
０
万
円
の
改
修
費
用

を
要
す
る
と
聞
く
が
、
活

用
計
画
が
明
確
で
な
い
と
、

こ
の
大
金
支
出
は
理
解
さ

れ
に
く
い
の
で
は
。

問

平
成
19
年
度
に
発

生
し
た
水
道
事
業

の
資
金
不
足
を
機
に
経
営

健
全
化
計
画
が
策
定
さ
れ

た
が
、
24
年
度
決
算
で
そ

の
半
分
、
５
カ
年
を
経
過

し
た
。
こ
の
機
会
に
そ
の

検
証
を
問
う
。

町
長
計
画
は
、
①
収
入

の
増
加
対
策
、
②

費
用
の
軽
減
対
策
、
③
設

備
投
資
の
抑
制
、
④
一
般

町
長
広
く
一
般
に
開
放

し
、
住
民
な
ど
の

主
体
的
な
生
涯
学
習
の
場

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
①

幅
広
い
交
流
活
動
の
場
、

②
川
西
町
の
歴
史
・
文
化

を
継
承
し
学
習
す
る
ス

ペ
ー
ス
、
③
大
規
模
災
害

時
の
避
難
施
設
、
備
品
な

ど
を
備
蓄
、
供
給
す
る
機

能
、
④
簡
易
宿
泊
で
き
る

設
備
を
備
え
た
複
合
施
設

会
計
か
ら
の
支
援
、
⑤
経

営
判
断
の
適
正
化
、
⑥
水

道
事
業
の
広
域
化
の
６
項

目
を
基
本
方
針
と
し
て
き

た
。
こ
の
間
、
当
初
予
定

に
な
か
っ
た
諏
訪
浄
水
場

の
解
体
な
ど
に
よ
り
損
益

に
差
は
生
じ
た
も
の
の
、

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
累
積

欠
損
金
が
解
消
し
、
そ
の

他
の
経
営
指
標
も
向
上
し

て
い
る
。
25
年
度
以
降
の

と
す
る
。

　

改
修
工
事
の
済
ん
だ
部

分
か
ら
供
用
を
開
始
す
る

た
め
、
名
称
や
条
例
の
検

討
に
入
り
、
有
効
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

意
見

早
急
に
名
称
の
公

募
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
の
活
用
計
画
に

つ
い
て
周
知
に
努
め
、
利

用
率
の
向
上
に
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
る
。

５
カ
年
に
つ
い
て
は
、
広

域
化
の
見
直
し
な
ど
、
現

況
に
合
わ
せ
た
計
画
の
修

正
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

で
き
る
だ
け
早
期
に
、

水
道
事
業
の
将
来
構
想
を

策
定
し
、
後
期
の
経
営
健

全
化
計
画
の
見
直
し
を
図

り
、
中
長
期
的
な
経
営
改

善
計
画
も
検
討
し
た
い
。

複合施設として生まれ変わる旧二中。親しみやすい名称を。

平成２5年度補正予算の主な内容
 （ 歳　出 ）
プレミアム商品券 300万円
総合生活支援サービス調査研究（きらり吉島へ） 256万円
冬期交通確保 5500万円
県単道路整備事業の負担金 1904万円
農業施設災害復旧 525万円
公共土木施設災害復旧 191万円
財政調整基金積立て 2029万円
特別会計への繰出金（三会計合計） △1070万円
広域病院への繰出金 △157万円
 （ 歳　入 ）
地方交付税 1億5873万円
県支出金 447万円
財政調整基金繰入金 △1億6289万円
前年度繰越金 1億281万円
臨時財政対策債 1393万円

　

一
般
会
計
の
第
４
号
補

正
で
な
ん
と
い
っ
て
も
注

目
さ
れ
る
の
は
財
政
調
整

基
金
で
あ
る
。
右
下
の
グ

ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
、
こ

の
数
年
調
整
基
金
の
残
高

は
順
調
な
伸
び
を
示
し
て

い
る
。
９
月
補
正
時
点
で

会　計　別 歳入歳出予算 議決の内容

一般会計（第４号） 99億994万円
（１億2070万円を追加補正）

全員賛成により
可決

国民健康保険特別会計
（第１号）

18億5655万円
（891万円を追加補正）

全員賛成により
可決

下水道事業特別会計
（第３号）

5億7288万円
（141万円を追加補正）

全員賛成により
可決

介護保険事業特別会計
（第３号）

17億1437万円
（184万円を追加補正）

全員賛成により
可決

農業集落排水事業特別会計 8477万円
（193万円を追加補正）

全員賛成により
可決

６
億
３
７
８
５
万
円
は
、

史
上
最
高
で
あ
る
。
今
回

の
補
正
の
歳
入
で
１
億
６

２
８
９
万
円
を
返
済
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
４
月
か

ら
９
月
ま
で
に
取
り
く
ず

し
て
使
っ
た
分
。
当
初
予

算
で
１
億
８
０
０
０
万
を

繰
り
出
す
予
定
だ
っ
た
の

　

こ
の
基
金
は
た
だ
の
貯

蓄
で
は
な
い
。
町
財
政
の

ク
ッ
シ
ョ
ン
役
だ
。
急
な

入
り
用
に
即
応
す
る
た
め

の
も
の
で
、
町
債
管
理
基

金
と
合
わ
せ
た
額
が
基
準

で
、
地
方
交
付
税
と
前
年

度
繰
越
金
が
確
定
し
た
時

点
で
基
金
に
繰
り
戻
し
を

し
た
。
さ
ら
に
歳
出
で
、

２
０
２
９
万
円
を
財
政
調

整
基
金
に
積
み
た
て
、
そ

の
結
果
と
し
て
史
上
最
高

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

財
政
規
模
の
５
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
で
あ
る
こ
と
が
目

安
と
さ
れ
て
い
る
。
９
月

時
点
で
わ
が
町
の
こ
の
比

率
は
13
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
お
り
心
強
い
。

0
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400

500

600

700
（単位：百万）

（９月まで）

基
金
残
高

H16

132

23

■財政調整
　基金
■町債管理
　基金

H17
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13
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5

H19

206

0

H20

223

0

H21

322

50

H22

456

150

H23

524

200

H24

618

200

H25

638

200

財政調整基金・町債管理基金残高の推移

老朽水道管の入れ替え補修を計画的に

町長に聞く
　平成24年度の決算について、特に政策的
なことを町長にたずねました。

旧
二
中
の
活
用
計
画
を
明
確
に

水
道
、
経
営
改
善
計
画
の
見
直
し
を

補　正

予　算

今
回
の
補
正
は
財
調
が
主
役

　

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
（
４
回

目
）
が
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

例
年
９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
る
こ
の
冬

の
除
雪
費
、
12
月
実
施
予
定
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
、
県
単
独
道
路
整
備
事
業

の
地
元
負
担
金
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

６
億
３
７
８
５
万
円
史
上
最
高
に

平成25年度 各会計補正予算

心
強
い
ク
ッ
シ
ョ
ン
役
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斉
藤

今
年
の
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
川
西

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
は
、
公
共
施
設

の
将
来
像
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
盛

り
込
ま
な
か
っ
た
の
か
町

長
に
聞
き
た
い
。

町
長
今
回
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
都
市
計
画
区
域
の
拡

大
や
住
宅
地
、
商
業
地
、

工
業
地
の
配
置
に
土
地
利

用
計
画
及
び
道
路
、
公

園
・
緑
地
、
河
川
・
下
水

道
な
ど
の
都
市
基
盤
の
基

本
計
画
が
主
で
あ
り
、
施

設
整
備
計
画
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
役
場
や
福
祉
施

設
、
教
育
施
設
な
ど
の
整

備
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

斉
藤

現
在
、
再
編
整
備

の
計
画
段
階
に
あ

る
「
町
有
施
設
」
は
あ
る

の
か
。

町
長
本
町
の
公
共
施
設

は
、
役
場
を
含
め

中
央
公
民
館
、
旧
町
立
病

院
、
埋
蔵
文
化
財
資
料
展

示
館
、
学
校
な
ど
が
築
50

年
前
後
を
経
過
し
て
い
る
。

　

役
場
と
中
央
公
民
館
は
、

平
成
27
年
12
月
末
ま
で
に

耐
震
診
断
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
旧
町
立
病
院
（
川

西
診
療
所
と
川
西
町
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
使

用
）、
は
、
施
設
全
体
が

老
朽
化
、
再
生
整
備
に
つ

い
て
検
討
中
で
あ
る
。

斉
藤

公
共
施
設
の
建
設

に
は
、
起
債
（
借

斉
藤

本
町
に
は
、
様
々

な
機
能
を
併
合
し

た
「
複
合
施
設
」
の
建
設

以
外
に
道
は
な
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
習
志
野
市
や

埼
玉
県
宮
代
町
で
取
り
組

ま
れ
て
き
た
専
門
家
の
助

言
を
受
け
て
策
定
し
た

「
公
共
施
設
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
（
経
営
）
計
画
」

橋
本

川
西
町
の
水
道
は

米
沢
の
綱
木
川
ダ

ム
及
び
水
窪
ダ
ム
水
系
か

ら
の
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

給
水
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

か
に
水
源
が
な
い
。

　

７
月
に
起
き
た
記
録
的

な
集
中
豪
雨
で
村
山
地
方

広
域
水
道
が
取
水
の
濁
り

に
よ
り
供
給
停
止
、
断
水

と
な
り
約
１
万
人
の
生
活

に
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
。

緊
急
時
の
飲
み
水
な
ど
は

陸
送
な
ど
で
何
と
か
で
き

る
と
し
て
も
、
生
活
用
水

の
欠
如
は
、
ト
イ
レ
を
は

じ
め
と
し
た
衛

生
面
や
病
院
、

公
共
施
設
、
企

業
な
ど
で
も
大

き
な
影
響
が
考

え
ら
れ
る
が
ど

う
か
。

町
長
本
町
の

水
道
の

供
給
源
の
水
系

に
は
流
れ
込
む

中
小
河
川
が
少

な
く
、
河
川
の

極
端
な
濁
り
は

考
え
に
く
い
。

ま
た
、
災
害
時

橋
本

生
活
保
護
の
生
活

を
支
え
る
た
め
の

生
活
扶
助
基
準
額
が
８
月

か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

平
成
27
年
ま
で
段
階
的
に

橋
本

政
権
交
代
、
憲
法

改
正
、
原
発
、
消

費
税
問
題
な
ど
関
心
の
高

い
国
政
選
挙
が
続
い
た
が

本
町
の
投
票
率
は
60
％
と

低
か
っ
た
。
ま
た
、
選
挙

違
反
に
よ
り
逮
捕
者
が
出

た
が
選
挙
管
理
委
員
会
の

対
応
と
所
見
は
。

島
貫
選
挙
　

管
理
委
員
長

若
年
層
の
投
票
率

が
27
パ
ー
セ
ン
ト

と
著
し
く
低
く
、
男
女
別

で
は
女
性
が
低
い
。
投
票

区
の
在
り
方
な
ど
も
検
討

し
た
い
。

　

選
挙
違
反
に
つ
い
て
は

誠
に
残
念
で
あ
る
。
今
後

と
も
公
正
な
選
挙
実
施
を

呼
び
か
け
た
い
。　

引
き
下
げ
ら
れ
る
。
支
給

額
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
保
護
者
自
身

の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
最

低
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
制
度
の
基
準
が
影

響
を
受
け
る
が
ど
う
対
応

す
る
か
。

町
長
町
内
の
生
活
保
護

家
庭
は
75
世
帯
、

96
人
で
あ
る
。
３
分
の
１

は
高
齢
者
世
帯
で
あ
る
。

70
代
単
身
世
帯
で
は
月
額

５
６
０
円
の
引
き
下
げ
と

な
る
。

　

基
準
額
の
変
更
に
よ
り

影
響
を
受
け
る
も
の
は
現

在
31
項
目
あ
げ
ら
れ
る
が

で
き
る
だ
け
影
響
が
出
な

い
よ
う
に
国
の
対
応
を
参

考
に
し
て
い
き
た
い
。

を
参
考
に
、
再
編
整
備
計

画
の
策
定
を
求
め
る
。
町

長
の
見
解
を
求
め
る
。

町
長
再
編
整
備
に
は
、

財
政
負
担
が
大
き

な
課
題
。
現
有
施
設
の
有

効
活
用
や
、
提
案
い
た
だ

い
た
施
設
の
複
合
化
な
ど

を
検
討
し
、
現
行
計
画
の

見
直
し
を
行
い
効
率
的
な

整
備
を
図
っ
て
い
く
。

　

役
場
の
あ
り
方
は
、
町

の
中
核
施
設
、
防
災
機
能

な
ど
を
充
実
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
町
の
将
来
ビ

金
）
や
補
助
金
が
な
く
、

自
主
財
源
で
、
多
額
の
借

金
を
抱
え
る
。
再
生
整
備

は
、
後
世
に
大
き
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
が
最
大
の

課
題
と
な
る
。
た
だ
、
こ

こ
で
立
ち
止
ま
り
、
足
踏

み
を
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

ジ
ョ
ン
と
合
わ
せ
て
、
平

成
28
年
度
か
ら
始
ま
る

「
川
西
町
第
５
次
総
合
計

画
」
の
中
で
、
そ
の
方
向

性
を
見
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

斉
藤

公
共
施
設
は
、
先

人
た
ち
が
多
額
の

税
金
を
投
じ
て
築
き
上
げ
、

後
世
に
残
し
て
く
れ
た

「
宝
物
」
、
故
郷
の
「
象

徴
・
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
重
視
し
再
編

整
備
を
望
む
。

の
給
水
停
止
に
は
、
災
害

時
相
互
応
援
協
定
に
よ
り

協
力
を
得
る
。

　

今
後
、
隣
接
す
る
西
置

賜
の
市
町
と
の
給
水
連
絡

管
や
地
下
水
の
利
用
を
検

討
す
る
。

橋本欣一 議員斉藤智志 議員

老朽化が激しい健康福祉センター

水ができるまでは様々な施設がある

災
害
時
の
水（
水
道
）の
確
保
は
大
丈
夫
か

町
長 

ー 

西
置
賜
な
ど
の
水
系
の
違
う
所
と
の
連
携
が
必
要

定
例
会
２
日
目
に
、
２
人
の
議
員
に
よ
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

役場庁舎を含む公共施設の再生整備を
　　　　町長 ー 複合化含め第５次総合計画に盛り込む

生
活
扶
助
基
準
額
の

引
き
下
げ
の
影
響
は

国
政
選
挙
の
投
票
率

と
選
挙
違
反
に
つ
い

て
の
見
解

複
合
施
設
は
究
極
の

選
択

一　般

質　問
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子
ど
も
子
育
て
３
法
が

平
成
24
年
８
月
国
会
で
可

決
成
立
し
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
が

創
設
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
①
質
の
高
い
幼

児
期
の
学
校
教
育
や
保
育

の
総
合
的
な
提
供
、
②
保

育
の
量
的
拡
大
と
確
保
、

具
体
的
な
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

平
成
26
年
度
ま
で
に
策
定

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
新
制
度
の
推
進
を

図
る
た
め
、
町
長
の
委
嘱

す
る
委
員
15
名
に
よ
る

「
川
西
町
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
が
創
設
さ
れ
、

　

本
町
に
は
、
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
を
預
か
る
認
可

保
育
所
は
、
町
立
小
松
保

育
所
と
昨
年
開
園
し
た
美

女
木
げ
ん
き
保
育
園
の
２

施
設
で
あ
る
。

　

近
年
、
出
世
児
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
保
護

者
の
就
労
形
態
や
家
庭
環

境
の
変
化
か
ら
、
０
歳
児

か
ら
２
歳
児
の
保
育
需
要

が
高
ま
っ
て
お
り
、
小
松

保
育
所
に
お
け
る
受
け
入

れ
枠
の
拡
大
の
た
め
、
年

齢
区
分
を
削
除
す
る
も
の
。

　

改
正
前
は
、
定
員
１
３

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
毎
年
流
行
を
繰
り
返

す
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
は
異
な
り
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
そ
の
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
免
疫
を
も
っ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

急
速
に
大
規
模
に
世
界
的

大
流
行
と
な
り
、
生
命
に

影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

る
。

　

国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
新
た
な
感
染
症

発
生
時
の
対
策
の
た
め

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
」
を

制
定
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
「
川

西
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
」
を

制
定
し
、
平
成
25
年
11
月

県
が
策
定
す
る
行
動
計
画

　

国
の
災
害
弔
慰
金
支
給

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

よ
り
、
本
町
の
「
災
害
弔

慰
金
支
給
等
に
関
す
る
条

例
」
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、

遺
族
の
範
囲
を
死
亡
し
た

者
の
死
亡
当
時
に
お
け
る

兄
弟
姉
妹
を
加
え
る
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
死
亡

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
町
の
税
条
例
の
一
部

の
改
正
を
行
う
も
の
。

　

市
中
金
利
の
低
下
を
受

け
て
町
税
、
使
用
料
、
手

数
料
の
延
滞
金
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

延
滞
金
を
14
・
６
％
か

ら
９
・
３
％
に
、
１
カ
月

以
内
の
延
滞
金
を
４
・

３
％
か
ら
３
％
に
改
正
す

る
も
の
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

③
地
域
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
充
実
に
向
け
、

市
町
村
単
位
で
様
々
な
事

業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

本
町
で
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
会
議
条
例
を

制
定
し
、
国
の
基
本
方
針

や
県
の
条
例
に
沿
っ
て
、

支
援
計
画
や
特
定
教
育
・

保
育
施
設
や
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
利
用
定
員
の

設
定
な
ど
、
子
育
て
に
関

す
る
計
画
に
、
住
民
の
意

見
が
具
体
的
に
盛
り
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
１
人
）

０
名
の
内
２
歳
未
満
が
１

割
、
２
歳
か
ら
３
歳
ま
で

が
１
割
の
区
分
が
あ
っ
た
。

改
正
後
は
、
年
齢
制
限
は

取
り
除
か
れ
、
１
３
０
名

定
員
枠
の
中
で
、
乳
幼
児

は
、
何
人
で
も
受
け
入
れ

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
近

隣
市
町
村
の
保
育
所
へ
預

け
た
り
す
る
管
外
保
育
も

解
消
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

町
内
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
た
め
の
条
例
の
改
正

で
あ
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

を
受
け
て
、
平
成
26
年
２

月
に
本
町
の
行
動
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
れ
は
、
そ
の
た
め
の

新
た
な
条
例
の
制
定
と
な

る
。全

員
賛
成
に
よ
り
可
決

当
時
そ
の
者
と
同
居
又
は
、

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

者
に
限
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

◦急速な少子化の進行
（平成23年合計特殊出生率　1.39）

◦結婚･出産･子育ての希望が叶わない状況
◦独身男女の約９割が結婚意志を持って

おり、希望子ども数も２人以上。
◦家族、地域、雇用など子ども・子育て

を取り巻く環境が変化。
◦子ども・子育て支援が質・量ともに不足

◦家族関係社会支出の対GDP比の低さ
（日：1.04％、仏：3.00％、英：3.27％、
スウェーデン：3.35％）

◦子育ての孤立感と負担感の増加
◦深刻な待機児童問題
◦放課後児童クラブの不足「小１の壁」
◦M字カーブ（30歳代で低い女性の労働力率）
◦質の高い幼児期の学校教育の振興の重要性
◦子育て支援の制度・財源の縦割り
◦地域の実情に応じた提供対策が不充分

質の高い幼児期の学校教育、保育の
総合的な提供

地域の子ども・子育て支援の充実

保育の量的拡大･確保、教育･保育の
質的改善
　◦待機児童の解消
　◦地域の保育を支援
　◦教育･保育の質的改善

高まる保育需要に応える小松保育所

子育て支援は最重要課題－「地域の子ども・子育て支援」をホンモノに

条　例

新
制
度
で
子
育
て
支
援

小松保育所
乳幼児受け入れやすく

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時

町
に
対
策
本
部
設
置

兄
弟
姉
妹
に
も
災
害

弔
慰
金
を
支
給

税
や
手
数
料
な
ど
の

延
滞
金
を
改
正

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
新
設

子育てをめぐる現状と課題
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９
月
定
例
会
で
は
、

５
・
８
％
・
約
月
額
１
万

５
千
円
の
議
員
報
酬
を
削

減
す
る
た
め
の
条
例
改
正

を
「
議
員
発
議
」
で
提
出

し
可
決
し
た
。

　

こ
れ
は
、
６
月
定
例
会

で
町
長
な
ど
特
別
職
を
含

む
町
職
員
の
給
与
削
減
議

案
を
可
決
し
た
こ
と
を
受

け
、
議
員
報
酬
も
同
様
に

職
員
給
与
の
平
均
削
減
率

５
・
８
％
を
引
き
下
げ
る

と
の
合
意
に
達
し
た
こ
と

に
よ
る
。

　

議
員
提
案
に
至
る
ま
で

に
は
、
参
否
両
論
が
あ
り
、

長
時
間
議
員
間
討
議
を
積

み
上
げ
決
定
し
た
。

　

今
年
の
３
月
制
定
し
た

議
員
間
討
議
を
重
視
す
る

　

議
会
は
、
議
員
全
員
の

総
意
と
し
て
、
国
に
対
し

意
見
書
を
提
出
す
る
（
Ｐ

15
参
照
）
と
と
も
に
、「
決

議
」
を
行
い
、
一
方
的
削

減
が
地
方
交
付
税
法
に
抵

触
す
る
疑
い
が
あ
る
こ
と

と
い
う
「
議
会
基
本
条

例
」
の
成
果
が
機
能
し
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

　

今
回
の
町
職
員
給
与
や

議
員
報
酬
の
削
減
の
背
景

に
は
、
震
災
復
興
支
援
や

防
災
・
減
災
事
業
の
財
源

確
保
の
た
め
地
方
交
付
税

を
削
減
す
る
と
い
う
大
変

◦
佐
　
藤
　
富
士
雄

 

〈
再
任
〉

　

教
育
委
員
・
佐
藤
富
士
雄
氏
が
平
成
25
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
引
き
続
き
同
氏
を
平
成
25
年

10
月
１
日
か
ら
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に
全
員
賛
成

で
同
意
し
た
。

　

住　
　

所　

川
西
町
大
字
上
小
松

全
員
賛
成
で
同
意

か
ら
町
長
に
対
し
て
「
国

に
対
し
意
見
申
し
立
て
」

を
行
う
よ
う
働
き
か
け
る

こ
と
を
求
め
る
決
議
を
可

決
し
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

自
然
災
害
な
ど
の
脅
威

か
ら
国
民
の
生
命
財
産
を

守
る
た
め
の
森
林
・
林

業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的

な
強
化
を
は
か
る
こ
と
に

加
え
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
源
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
森
林
の
整

備
・
保
全
等
を
担
う
市
町

村
に
対
し
て
、「
石
油
石

炭
税
の
税
率
の
特
例
措

置
」
に
よ
る
税
収
の
一
定

割
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
の
森
林
面
積
に
応
じ

て
譲
与
す
る
仕
組
み
の
構

築
を
求
め
る
。

　

以
上
の
意
見
書
提
出
に

あ
た
っ
て
、
下
段
の
よ
う

な
反
対
・
賛
成
の
討
論
が

あ
っ
た
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
１
人
）

　

平
成
20
年
以
来
、
町
村

議
会
議
長
会
で
は
全
国
大

会
に
お
い
て
、「
住
民
自

治
の
推
進
に
逆
行
す
る
道

州
制
は
行
わ
な
い
こ
と
」

を
決
議
し
た
。
本
年
４
月

に
は
「
町
村
や
国
民
に
対

し
て
、
て
い
ね
い
な
説
明

や
真
摯
な
議
論
も
な
い
ま

ま
、
道
州
制
の
導
入
が
決

定
し
た
か
の
ご
と
き
法
案

が
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で

　

近
年
の
国
を
は
る
か
に

上
回
る
地
方
の
行
政
改
革

を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と

な
く
、
復
興
財
源
確
保
の

た
め
の
時
限
的
な
国
家
公

務
員
の
給
与
削
減
措
置
に

準
じ
て
、
地
方
公
務
員
の

給
与
削
減
を
前
提
と
し
た

一
方
的
な
地
方
交
付
税
に

お
け
る
給
与
関
係
経
費
の

削
減
に
は
大
き
な
問
題
が

あ
る
。

　

地
方
公
務
員
の
給
与
の

　

譲
与
税
創
設
の
財
源
と

な
っ
て
い
る
「
石
油
石
炭

税
の
税
率
の
特
例
措
置
」

は
、
成
立
時
点
で
す
で
に

世
界
中
の
主
要
国
で
は
廃

案
と
な
っ
て
お
り
、
時
代

遅
れ
で
あ
る
。

　

人
間
活
動
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
が
地
球
温
暖
化
の

主
た
る
原
因
で
あ
る
と
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
報
告
が
、
元

デ
ー
タ
の
捏
造
に
よ
る
ウ

ソ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
２

０
０
９
年
に
大
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
と
し
て
日
本
を
除
く

世
界
中
で
報
道
さ
れ
た
。

温
暖
化
説
が
原
発
推
進
の

主
な
動
機
付
け
で
あ
っ
た

と
い
う
歴
史
的
経
過
か
ら

も
反
対
で
あ
る
。

　

我
が
国
の
森
林
は
、
国

土
保
全
、
良
質
な
水
の
安

定
的
な
確
保
な
ど
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
多
様
な

機
能
を
有
し
て
い
る
。
特

に
近
年
で
は
地
球
温
暖
化

が
世
界
的
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
主
要
な
原

因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
源
と
し
て
森
林
の
役

割
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
森
林
整

備
を
担
う
林
業
は
木
材
価

格
の
低
迷
な
ど
採
算
性
が

悪
化
し
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
が
減
退
す
る

懸
念
が
あ
る
。
財
源
確
保

の
た
め
に
森
林
面
積
に
応

じ
て
税
を
譲
与
す
る
仕
組

み
を
つ
く
る
べ
き
。

重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て

い
る
。

　

本
来
地
方
交
付
税
は
、

地
方
固
有
の
財
源
で
あ
り
、

国
が
勝
手
に
、
職
員
の
給

与
削
減
を
人
質
に
と
り
、

地
方
交
付
税
を
減
額
し
て

は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
１
人
）

あ
る
」
と
す
る
緊
急
声
明

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
７

月
に
は
「
道
州
制
は
絶
対

に
導
入
し
な
い
こ
と
」
を

政
府
・
国
会
に
要
請
し
て

き
た
。

　

住
民
自
治
を
守
り
、
多

様
な
自
治
体
の
存
在
を
認

め
る
こ
と
が
国
力
の
増
強

に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信

し
、
道
州
制
導
入
に
反
対

す
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

削
減
の
要
請
は
地
方
自
治

の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
り
、
削
減
の
手
段
と

し
て
地
方
交
付
税
を
用
い

る
こ
と
は
地
方
固
有
の
財

源
を
否
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

地
方
と
十
分
な
協
議
を

行
わ
な
い
ま
ま
一
方
的
に

削
減
し
た
こ
と
に
抗
議
し
、

二
度
と
行
わ
な
い
よ
う
強

く
求
め
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

条　例

５.８％

議
員
報
酬
引
き
下
げ

地
方
交
付
税
法
に
基
づ
く
総
務
大
臣
に
対
す

る「
意
見
申
立
」に
関
す
る
決
議

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

人　事

国
に
よ
る
地
方
交
付
税
の

削
減
は
許
せ
な
い

決
　
議

国に３意見書

森林を守る財源を 意見書

黒澤　巖 
議員

反対
意見書に

賛成
意見書に

橋本欣一 
議員

◎
森
林
吸
収
源
対
策

及
び
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
地
方
の

財
源
確
保
の
た
め
の

意
見
書

討
論
が
あ
り
ま
し
た

道
州
制
導
入
に
反
対

一
方
的
な
給
与
減
額
を
行
う
な
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冬
期
間
の
安
全
交
通
の

確
保
を
図
る
た
め
に
町
で

は
、
雪
対
策
の
一
環
と
し

て
順
次
除
雪
機
、
防
雪
柵

な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
国

の
元
気
交
付
金
に
よ
る
２

か
所
の
防
雪
柵
設
置
工
事

の
契
約
を
可
決
し
た
。

　

１
カ
所
目
は
大
塚
東
線

の
内
、
下
田
地
区
か
ら
角

の
目
、
東
他
屋
か
ら
町
田

間
の
一
部
、
施
工
延
長
約

１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
。
高

性
能
防
雪
柵
（
自
動
収
納

型
）
で
別
名
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

上
部
が
く
の
字
に
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

昭
和
53
年
度
に
導
入
し

た
上
水
道
遠
方
監
視
装
置

の
更
新
期
と
な
っ
た
。
八

幡
原
配
水
池
、
正
安
寺
配

水
池
そ
の
他
ポ
ン
プ
場
な

ど
の
上
水
道
施
設
を
Ｎ
Ｔ

Ｔ
回
線
を
使
い
、
役
場
庁

舎
内
モ
ニ
タ
ー
に
よ
り
流

量
・
圧
力
な
ど
を
監
視
、

今
年
は
豊
作

　
　

稲
穂
が
重
い

　

９
月
19
日
晴
天
の
下
、

玉
庭
小
学
校
の
稲
刈
り
が

全
校
生
徒
35
名
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
水
田
は
、

地
元
の
市
川
逸
留
さ
ん
達

の
指
導
で
、
子
供
た
ち
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
も
ち

米
で
す
。

　

高
学
年
の
児
童
は
稲
刈

り
、
低
学
年
の
子
供
た
ち

は
刈
り
取
ら
れ
た
稲
を
杭

ま
で
運
ぶ
な
ど
、
役
割
分

担
を
し
作
業
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は

笑
顔
の
中
に
も
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ず
っ
し
り
実
っ
た
稲
穂

の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
が

大
き
く
成
長
で
き
る
環
境

を
、
私
た
ち
大
人
が
整
え

な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し

た
。

契
約
の
金
額
は
１
億
５
９

６
０
万
円
。

　

２
カ
所
目
は
、
尾
長
島

工
業
団
地
前
の
八
ツ
口
宿

線
に
設
置
す
る
も
の
で
、

施
工
延
長
５
７
０
メ
ー
ト

ル
で
直
立
型
。
契
約
の
金

額
は
７
０
６
６
万
円
で
あ

る
。

　

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

可
決
さ
れ
、
こ
の
冬
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
早
期
に

着
工
す
る
。
町
道
に
設
置

さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
あ

る
。

　

な
お
、
質
疑
の
中
で
震

災
復
興
に
よ
る
職
人
・
資

材
不
足
の
工
期
の
遅
れ
や

資
材
高
騰
に
よ
る
予
算
の

追
加
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

操
作
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
で
も

各
施
設
の
状
況
を
簡
易
的

に
監
視
で
き
、
異
常
時
に

は
メ
ー
ル
通
信
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　

請
負
代
金
は
６
８
０
０

万
円
で
既
存
の
機
器
の
利

用
の
た
め
随
意
契
約
と
な

る
。全

員
賛
成
に
よ
り
可
決

三
枚
床
道
環
線

道
路
改
良
工
事（
２
工
区
）

　

三
枚
床
道
環
線
工
事
の

最
終
段
階
で
中
街
道
か
ら

米
沢
市
六
郷
町
長
橋
に
至

る
施
工
延
長
６
１
９
メ
ー

ト
ル
の
区
間
に
新
た
に
歩

道
を
設
置
す
る
も
の
で
あ

る
。
契
約
の
金
額
は
５
０

１
９
万
円
で
、
こ
れ
に
よ

り
三
枚
床
道
環
線
道
路
改

良
工
事
は
終
了
し
、
さ
ら

に
延
長
の
六
郷
町
長
橋
側

も
改
良
さ
れ
れ
ば
一
層
の

利
便
性
と
交
通
安
全
が
確

保
さ
れ
る
。

　

こ
の
道
路
は
、
こ
の
後

「
一
般
国
道
２
８
７
号
バ

イ
パ
ス
（
規
格
の
高
い
道

路
）」
の
取
り
付
け
道
路

と
な
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121415

議　　員　　名

橋
本　

欣
一

遠
藤　

章
一

斉
藤　

智
志

髙
橋　

建
一

黒
澤　
　

巖

髙
橋　

照
夫

淀　
　

秀
夫

加
藤　

俊
一

島
貫
德
右
エ
門

髙
橋　
　

忠

金
子　

一
郎

佐
々
木
賢
一

髙
梨　

勇
吉

齋
藤　

修
一

川西町子ども・子育て会議条例の設定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成24年度川西町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成24年度川西町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成24年度川西町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川西町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正（議員報酬減額） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書の提出（発議） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　町提出議案22件　、請願審査０件、議員発議８件で上記以外は出席者全員賛成でした。
　○は賛成、×は反対、―は欠席、議長は可否同数の場合以外は採決に加わりません。	

川西町の町道で初となる防雪柵（イメージ）

更新される現在の計装テレメーター

契　約

表
紙
の
写
真

町
道
に
防
雪
柵

初

上水道
計装テレメーターを更新

９月定例会の議決状況
議会基本条例の規定により各議員の議案に対する賛否状況を報告します。

月 件数 金額 内容
4 4 14,996 消防団歓送迎会、県縦断駅伝祝勝会ほか
5 8 53,000 東京川西会総会、置賜町村議長会ほか
6 5 37,250 戦没者追悼式生花代、置賜３市5町会総会ほか
7 2 10,000 認定農業者会総会ほか

月 件数 金額 内容
8 3 11,110 東京川西会交流会ほか
9 2 9,420 ダリア名花展ほか

合計 135,776

議長交際費（議会活性化により公開することになりました）

防
雪
柵
設
置
工
事

請
負
契
約

上
水
道
施
設
計
装
テ
レ

メ
ー
タ
ー
設
備
更
新
工
事

大
塚
東
線
・
八
ツ
口
宿
線
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一
昨
年
議
員
定
数
削
減

の
請
願
が
出
さ
れ
た
が
、

議
会
で
審
査
の
結
果
、
現

状
の
ま
ま
で
と
い
う
こ
と

で
不
採
択
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
議
会
活
性
化

委
員
会
の
中
で
改
選
一
年

前
を
め
ど
に
協
議
す
る
と

い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
議
会
に
お

い
て
議
員
定
数
と
議
会
組

織
（
各
常
任
委
員
会
他
）

の
在
り
方
な
ど
を
調
査
研

究
す
る
た
め
、
議
長
を
除

く
13
名
の
議
員
で
「
議
員

定
数
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
た
。

　

平
成
19
年
の
改
選
で
現

在
の
定
数
15
名
と
な
っ
た

が
、
定
数
の
推
移
は
川
西

町
誕
生
の
昭
和
30
年
５
月

に
30
名
、
そ
の
後
、
昭
和

42
年
に
26
名
、
昭
和
58
年

に
24
名
、
平
成
３
年
に
22

名
、
平
成
11
年
に
21
名
、

平
成
15
年
に
19
名
と
削
減

さ
れ
て
い
る
。

　

町
民
一
人
一
人
の
声
を

十
分
に
反
映
す
る
に
は
議

員
の
数
が
多
い
ほ
う
が
良

い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

一
方
で
、
人
口
の
減
少
、

財
政
問
題
や
近
隣
市
町
の

議
員
数
な
ど
と
の
比
較
な

ど
も
あ
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　

平
成
19
年
の
定
数
見
直

し
の
際
は
、
目
安
と
し
て

人
口
１
０
０
０
人
に
対
し

て
議
員
１
人
と
話
し
合
わ

れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

具
体
的
な
委
員
会
の
持

ち
方
は
今
後
検
討
さ
れ
る

が
、
平
成
26
年
３
月
議
会

ま
で
に
結
論
を
出
す
。

　

先
月
、
議
場
の
あ
る
役

場
３
階
で
受
付
し
、
開
会

中
の
議
会
で
質
問
す
る
議

員
に
、
町
当
局
が
答
弁
す

る
様
子
を
、
町
民
、
報
道

機
関
、
研
修
中
の
若
い
町

職
員
と
と
も
に
二
時
間
ほ

ど
傍
聴
し
た
。

　

現
在
は
ネ
ッ
ト
中
継
な

ど
で
議
場
に
出
向
か
な
く

と
も
、
自
宅
で
視
聴
が
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
傍
聴

し
て
み
る
と
多
く
の
町
民

に
関
心
が
高
い
問
題
を
提

起
す
る
時
に
は
、
席
が
満

ち
、
議
場
に
緊
張
感
が
み

な
ぎ
っ
て
く
る
。

　

町
民
と
、
町
長
を
首
長

と
す
る
町
当
局
、
議
会
と

の
関
係
を
、
昔
懐
か
し
い

リ
ヤ
カ
ー
に
例
え
る
と
、

両
輪
が
、
町
当
局
と
議
会

で
あ
り
、
引
っ
張
る
町
民

が
、
主
権
者
と
し
て
町
の

未
来
を
決
め
て
い
る
。

　

町
当
局
が
様
々
な
施
策

を
実
施
で
き
る
の
も
、
町

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の

後
押
し
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
町
民
は
、
自
ら
を
幸

福
に
導
く
、
町
の
発
展
を

求
め
て
、
町
長
、
議
員
に

権
利
を
付
託
し
て
い
る
。

　

町
民
が
、
町
の
現
況
を

知
る
情
報
源
の
ひ
と
つ
と

し
て
町
議
会
だ
よ
り
が
あ

る
。
た
よ
り
を
、
町
民
と

町
、
議
会
と
の
架
け
橋
と

し
て
読
ん
で
欲
し
い
。

　

ま
た
、
議
会
に
足
を
運

び
傍
聴
し
た
い
と
思
う
。

　

８
月
１
、
２
日
の
日
程

で
宮
城
県
大
崎
市
及
び
仙

台
市
に
調
査
研
究
に
行
っ

た
。

　

大
崎
市
で
は
、
ふ
れ
あ

い
の
丘
構
想
の
メ
ニ
ュ
ー

に
あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
視
察
を
行
っ
た
。
東
北

で
初
め
て
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
と
し
て
平
成
２
年
に

完
成
し
た
、
旧
田
尻
町
に

あ
る
加
護
坊
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
、
そ
の
後
の
増
設

で
４
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
と

な
り
、
山
の
起
伏
を
利
用

し
た
、
初
心
者
か
ら
熟
練

者
ま
で
楽
し
め
る
コ
ー
ス

に
な
っ
た
。
コ
ー
ス
の
設

計
、
芝
の
管
理
の
苦
労
を

聞
き
当
町
の
コ
ー
ス
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　

仙
台
市
で
は
仙
台
文
学

館
を
視
察
し
た
。
井
上
ひ

さ
し
氏
と
ゆ
か
り
の
あ
る

文
学
館
で
、
氏
の
生
原
稿

や
小
松
町
の
写
真
な
ど
を

拝
見
し
、
ま
す
ま
す
の
交

流
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

８
月
８
日
埼
玉
県
宮
代

町
の
「
公
営
宮
代
福
祉
医

療
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し

た
。

　

宮
代
町
は
、
人
口
３
万

３
０
０
０
人
の
町
で
、
世

帯
数
は
１
万
３
０
０
０
世

帯
。
産
業
は
、
第
３
次
産

業
が
75
％
を
占
め
、
水
と

緑
の
豊
か
な
自
然
環
境
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
和
の
取

れ
た
町
で
あ
る
。

　

宮
代
町
は
、
平
成
11
年

に
、
保
健
医
療
福
祉
に
関

す
る
基
本
構
想
を
策
定
し
、

平
成
15
年
に
は
、
６
つ
の

機
能
を
併
設
す
る
公
設
民

営
と
な
る
「
宮
代
福
祉
医

療
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。
６
つ
の
機
能
と

は
、
診
療
所
、
老
人
保
健

施
設
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ

ア
）、
保
育
所
（
病
後
児
、

障
が
い
児
デ
ー
サ
ー
ビ
ス

を
含
む
）
の
機
能
を
持
つ

施
設
で
あ
る
。

　

本
町
に
は
、
40
年
か
ら

50
年
経
過
し
て
い
る
町
有

施
設
が
多
く
存
在
す
る
。

今
す
ぐ
に
で
も
再
生
計
画

が
望
ま
れ
る
。

ワンストップサービス（１カ所ですべて用を足せる）の施設はどうか（宮代町で）

町民が親しめるコースの設定を（加護坊パークゴルフ場で）

６月議会から議席の配置を一新

議員定数
特 別 委

議
員
定
数
を
検
討

広報モニターから

ひとこと①
小　松　渡邊　敏和 さん

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

複
合
施
設
こ
そ

未
来
の
財
産
を
守
る
こ
と
に

総務文教常任委員会
パークゴルフ場　　　　　
誰もが楽しめるコースを

委員会
レポート

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
設
置
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　意見交換会を開催します。平成25年度は小松・大塚・中郡の３地区で開催します。
平成26年度には犬川・玉庭・東沢・吉島で開催します。多くの方のご参加をお願いし
ます。

小松地区　11月12日㈫　午後６：30～８：30まで
　中央公民館　3階　視聴覚室（佐々木、髙橋忠、島貫、髙橋照、斉藤智各議員）
大塚地区　11月13日㈬　午後６：30～８：30まで
　大塚交流センター（齋藤修、加藤俊、淀、橋本各議員）　
中郡地区　11月19日㈫　午後６：30～８：30まで
　中郡交流センター（髙梨、金子、黒澤、髙橋建、遠藤各議員）

テーマは、「今後の町有施設（役場庁舎など）の在り方」と「議員定数について」を
中心に意見交換いたします。
都合の良い日にどの地区でもご参加できます。

議会傍聴に
おいでください

まちの未来が見える 
（９月定例会の傍聴者は15人でした）

次の定例会は12月です

　

米
沢
市
と
長
井
西
置
賜

方
面
を
結
ぶ
国
道
２
８
７

号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て

整
備
が
続
け
ら
れ
て
き
た

西
回
り
幹
線
の
、
い
よ
い

よ
最
後
の
大
詰
め
、
虚
空

蔵
山
西
線
の
着
工
が
日
程

に
上
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

平
成
22
年
12
月
の
議
会

で
請
願
が
採
択
さ
れ
て
以

降
、
米
沢
・
川
西
両
議
会

議
員
が
米
沢
市
長
に
要
望

書
を
提
出
す
る
な
ど
、
活

発
な
運
動
が
展
開
さ
れ
て

き
た
が
、
昨
年
５
月
、
11

月
の
２
回
に
わ
た
る
事
務

協
議
を
経
て
、
現
実
の
も

の
と
な
っ
た
。
現
在
、
川

西
町
側
は
国
の
交
付
金
事

業
の
来
年
度
新
規
採
択
に

む
け
て
予
備
設
計
を
委
託

し
て
い
る
。
米
沢
市
側
の

申
請
・
採
択
は
一
年
お
く

れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

構
想
に
よ
る
と
、
延
長

は
約
１
７
０
０
メ
ー
ト
ル

（
内
川
西
分
１
０
０
０

メ
ー
ト
ル
）、
車
道
２
車

線
で
片
側
に
３
・
５
メ
ー

ト
ル
の
歩
道
が
付
く
。

　

想
定
ル
ー
ト
正
面
に
、

壇
山
古
窯
群
ほ
か
の
遺
跡

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
道

路
は
そ
の
間
を
縫
っ
て
進

む
こ
と
に
な
る
。
古
代
ロ

マ
ン
の
バ
イ
パ
ス
だ
。

　

国
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
採

択
な
ど
が
順
調
に
進
め
ば
、

詳
細
設
計
の
発
注
、
用
地

の
測
量
そ
し
て
買
収
な
ど

に
２
年
。
早
け
れ
ば
、
27

年
度
中
に
着
工
と
な
る
。

　

総
工
費
は
約
９
億
円
。

　

平
成
７
年
か
ら
始
ま
っ

た
西
回
り
幹
線
整
備
事
業

は
、
八
相
山
線
（
平
成
８

年
～
15
年
）、
北
に
花
丘

町
下
小
松
線
（
同
17
～
21

年
）、
そ
し
て
南
の
虚
空

蔵
山
西
線
で
完
成
と
な
る
。

　

議
会
で
は
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
い
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
２
年
間
で
町
内
７

地
区
を
ま
わ
る
計
画
で
す
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
、
本
町
議
会
齋
藤
修

一
議
長
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

　

齋
藤
議
長
は
平
成
23
年

６
月
か
ら
本
年
６
月
ま
で

２
年
間
に
わ
た
り
山
形
県

町
村
議
会
議
長
会
の
会
長

を
務
め
ら
れ
、
県
内
の
町

　

本
年
は
、
小
松
、
大
塚
、

中
郡
の
３
地
区
に
お
邪
魔

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
い
で

く
だ
さ
い
。
日
程
は
次
の

通
り
で
す
。

村
議
会
の
意
見
な
ど
の
取

り
ま
と
め
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
。
さ
ら
に
全
国
議

長
会
で
は
理
事
を
務
め
ら

れ
、
特
に
過
疎
、
豪
雪
対

策
で
は
重
要
な
役
割
を
果

た
さ
れ
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

議
会
傍
聴
に
お
い
で
下

さ
い
。
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
録
画
と
は
違
っ
た

緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
議
会
は
12
月
初
旬

開
催
の
定
例
会
で
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。

役
場
正
面
階
段
を
上
り
３

階
正
面
で
住
所
・
氏
名
を

書
く
だ
け
で
す
。
ぜ
ひ
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
な

お
詳
し
く
は
、
議
会
事
務

局
（
４
２
︱
６
６
７
４
）

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

虚空蔵山西線の構想ルート、壇山古窯の下か

起点から南を見る。正面が虚空蔵山

JR米坂線

国道287号

追　
跡 あれから……

どうなった！
虚
空
蔵
山
西
線
い
よ
い
よ
日
程
に

西
回
り
幹
線
整
備
完
成
に
大
詰
め

早
け
れ
ば
27
年
度
中

に
着
工
か

意 　 見
交 換 会

おいでをお待ちしています

皆さんの声を政策に

齋
藤
議
長

全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
感
謝
状
を
贈

ら
れ
る

意見交換会のご案内
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❖　プロフィール　❖

奥
おくむら

村　唯
ゆい

飯豊町出身　犬川在住
夫と１歳の子ども、夫の両親と
祖母の６人家族
趣味は、幼い頃から習っていた
ピアノ
勤務先　飯豊町の保育所

イ

ンタ
ビュー

犬
川
地
区
に
お
住
ま
い
の
奥
村
唯

さ
ん
に
子
育
て
や
町
に
望
む
こ
と

を
聞
き
ま
し
た
。

町民の声

▼
議
会
基
本
条
例
の
目

玉
の
一
つ
で
あ
る
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
会
が
始
ま
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
各
議
員
の
顔
と
声

を
直
接
見
聞
き
で
き
る

場
で
あ
る
し
、
議
員
に

と
っ
て
も
皆
さ
ん
の
声

を
生
で
広
く
聞
け
る
機

会
で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

（
橋
本
）

発
行
責
任
者　

齋
藤　

修
一

委
員
長　

佐
々
木
賢
一

副
委
員
長　

橋
本　

欣
一

委　
　

員　
島
貫
德
右
エ
門

　

同　　
　

黒
澤　
　

巖

　

同　　
　

斉
藤　

智
志

　

同　　
　

遠
藤　

章
一

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
文
章
）

大
友
喜
味
雄

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
写
真
）

青
木　

督
平

鴨　
　

源
一

斎
藤　

史
郎

　

我
が
家
に
は
、
１
歳
の

甘
え
ん
坊
の
息
子
が
い
ま

す
。
今
年
の
４
月
か
ら
、

町
内
の
保
育
園
に
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
、
働
く
親

と
し
て
は
、
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
本
当
に
助
か
っ

て
い
ま
す
。
両
親
、
祖
父

母
が
働
い
て
い
る
た
め
、

子
ど
も
が
保
育
園
に
入
園

す
る
ま
で
は
、
私
の
実
家

の
80
歳
の
曾
祖
父
母
に
子

守
を
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
。
大
型
連
休
に
な
る
と
、

実
家
に
は
、
私
の
妹
や
弟

た
ち
も
集
ま
る
の
で
、
子

ど
も
は
賑
や
か
な
連
休
を

過
ご
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
保
育
園
か
ら

帰
る
と
、
晴
れ
た
日
は
散

歩
を
し
て
い
ま
す
。
川
西

の
澄
ん
だ
空
や
、
田
園
風

景
を
見
な
が
ら
の
散
歩
は
、

子
ど
も
と
の
癒
し
の
時
間

で
す
。
散
歩
を
し
て
い
る

と
、
近
所
の
方
々
も
、
子

　

県
は
来
春
に
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
と
の
方
針

を
出
し
ま
し
た
。
川
西
町

と
し
て
も
ぜ
ひ
“
待
機
児

童
ゼ
ロ
”
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
も
の

で
す
。
と
い
う
の
も
、
私

自
身
、
出
産
し
て
仕
事
復

帰
を
す
る
に
あ
た
り
、
町

の
保
育
園
に
保
育
の
受
け

入
れ
を
お
願
い
し
た
の
で

す
が
、「
途
中
入
所
は
で

き
ま
せ
ん
」
と
、
あ
っ
さ

り
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

私
が
勤
め
る
隣
町
の
保

育
園
で
は
、“
待
機
児
童

ゼ
ロ
”
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

途
中
入
所
も
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
分
、
保
育

士
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、

課
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
川
西
町
民
の
た
め
に

も
、
さ
ら
に
子
育
て
支
援

を
充
実
し
た
も
の
に
し
て

欲
し
い
と
い
う
の
が
一
番

の
願
い
で
す
。

ど
も
に
声
を
掛
け
て
く
れ

る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。

　

他
に
も
、
近
所
の
方
々

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
た
め
、
町
の
行

事
（
お
祭
り
、
運
動
会
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
な

ど
）
に
積
極
的
に
参
加
し
、

子
ど
も
に
も
た
く
さ
ん
の

経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

笑顔があふれる家族とともに

た
く
さ
ん
の
愛
情
の
中

で
の
子
育
て

自
然
豊
か
な
川
西
で
の

子
育
て

編
集
の
後
で

行
政
に
望
む
こ
と
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